
総合評価落札方式における 
予備自衛官等の評価について 

 防衛省が発注する自衛隊施設の建設工事の総合評価落札方式において、工事の品質の確保
又は品質の向上を図るため、駐屯地等の事情に精通した退職自衛官である予備自衛官等を一定
の条件の下に現場配置する場合、「企業の信頼性・社会性」の評価区分において、加点評価を行な
うこととしましたのでお知らせします。 

（対象工事） 
 自衛隊の駐屯地、分屯地、基地、分屯基地及び演習場内で行なわれる工事で、１件につき予定
価格がＷＴＯ基準額(６億円)未満のもののうち、総合評価落札方式により入札を行なう工事 

（措置概要） 
 退職自衛官である予備自衛官又は即応予備自衛官を現場に配置する場合に次のとおり評価 

適用時期 

その他 

平成２７年７月以降に入札公告に付す建設工事から適用します。 
 

 具体的な詳細については、各工事の「入札公告」及び「入札説明書」に記載されますのでご覧
ください。 
 

防衛省 整備計画局 施設計画課 契約制度企画室 
施設契約審査係 03-3268-3111(内）36448、36449 

評価
区分

評価
項目

評価基準

【A】当該駐屯地等の勤務経
験者を配置する場合

2 点

【B】当該都道府県内にある
駐屯地等の勤務経験者を配
置する場合

1 点

【C】当該都道府県に隣接す
る県内にある駐屯地等の勤
務経験者を配置する場合

0.5 点
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予備自衛官又は即応予備自衛官の現
場配置
［①～③の条件を満たす場合に評価］

評価点
（配点）

評価の細目

注：１ 下請け企業が予備自衛官又は即応予備自衛官を配置する場合も同様に評価。 
 ：２ 現場配置予定者が複数名いる場合は、配置期間の延べ日数とし、評価基準Ａ、Ｂ、Ｃが混在する場合は、３０人・日となる 
   組合わせにおいて評価点の低い方で評価。 

① 当該工事の作業に直接従事する技術者・技能労働者であること。 
② 駐屯地等の調整において現場代理人を補佐し、アドバイス等をおこなうこと。 
③ 現場配置期間の延べ日数が３０人・日以上あること。 


